









A sociological study on requirements for promoting physical activities and sports in adults 























































































































































































































































































































































性の実施率の高さがうかがえる．また，上位 30 種目の実施率をみると，男性は，上位 9








	 スポーツ庁が 2017 年に実施した「スポーツの実施状況等に関する世論調査」でも，男
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る．本研究では，定期的（週 1 回以上）に実施された種目に着目し，2012 年の定期的な
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年には 74.1%にまで上昇している．種目ごとに 2016年と 2017年の傾向をみると，「ウォ
ーキング」が 38.7％から 57.0％に大きく上昇していること，「階段昇降」の項目が新たに
加えられたことがわかる．新しく加えられた「階段昇降」は 2位に入っており，実施率は




















































































	 本データは，全国の市町村に居住する満 20 歳以上の男女を母集団としている．都道府
  42 
県を 11地区に分類，都市規模による層化を行い，各地区・市郡規模別の層における満 20
歳以上人口数の大きさにより，210 の地点数において，全 2000 サンプルが各層の該当人
口構成比に近似するよう配布されている．調査方法は，訪問留置法による質問紙調査であ

















































	 まず，球技 7種目実施者の個人的属性をみる．男性が 7割以上であり，20歳代，30歳
代の割合が高く，平均年齢は 38.7歳である．職業 5)では，「勤め人」が 6割以上である．
その他種目実施者は，女性の割合が少し高い．年代では 60 歳以上が最も多く，平均年齢
も 51.7 歳と 50 歳を超えている．職業では，「勤め人」と「専業主婦・パート」がそれぞ
れ 3割程度である．すなわち，球技 7種目実施者は，男性で比較的若い勤め人が多いこと
がわかる．実施レベル 6）をみると，球技 7種目実施者は，年 1回以上，週 2回未満の「レ
ベル 1」と週 2回以上，1回 30分以上，運動強度「ややきつい」以上の「レベル 4」に二
極化する傾向がみられた． 
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「レベル 1」が 4割近くみられた．それ以外の種目では，週 2回以上で 1回 30分以上の
実施者と週 2回未満の不定期な実施者とに分散する傾向がみられた．現在の同好会やクラ
ブ等集団への加入状況については，「加入している」割合が「フットサル」で最も高く 6







	 球技 7種目実施者について，彼らの球技実施種目のパターンを明らかにした（表 3-5）．
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  48 
	 性別でみると，「野球」「サッカー」では女性の経験者がゼロであったが，男性の経験者
は，「野球」が約 8割，「サッカー」が 6割であった．「バスケットボール」では，経験者
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実施種目の上位 10種目をみると，男子は 4歳から 21歳までのどの年代にもサッカーがあ
り，11歳から 19歳までは 1位となっている．野球も 6歳から 21歳までの年代にみられ























































































































































しなかった），「レベル 1」（年に 1回以上，週 2回未満），「レベル 2」（週 2回以上），



















Adrian E, Bauman, James F. Sallis, David A. Dzewaltowski, Neville Owen（2002）
Toward a Better Understanding of the Influences on Physical Activity : The Role of 
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Determinants, Correlates, Causal Variables, Mediators, Moderators, and 



















http://njpa.sakura.ne.jp/kamei.html（2019年 4月 28日参照） 
公益財団法人日本バスケットボール協会（2016）3x3（スリーバイスリー）について
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oukou20180420.pdf（2018年 4月 28日参照）． 
公益財団法人全国高等学校体育連盟（2015）平成 27年度加盟登録状況． 
https://www.zen-koutairen.com/f_regist.html（2019年 4月 28日参照）． 
公益財団法人全日本軟式野球連盟（2016）：登録チーム http://jsbb.or.jp/outline/teams














5/1382031_001.pdf（2019年 4月 28日参照）． 
スポーツ庁健康スポーツ課（2017）スポーツの実施状況等に関する世論調査． 
http://www.mext.go.jp/prev_sports/comp/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2018/03/3

















































































は 919名であったのが，2017年には 28,119名と約 30倍の人数になっている（図 4-1）．
1994年に 2.3万人近くまで上昇し，その後 2001年まで停滞・低下するが，2002年以降







	 中体連と高体連のサッカー登録者数をみる．中体連では，2008年の 3,519人から 2017
年には 5,816人と 1.6倍の増加となっている．高体連では，2008年の 7,606人から 2017
年には 10,951人と 1.4倍の増加である．同時期の男子の登録者数をみると，中体連では，
2008年の 224,200人から 2017年には 212,239人と約１割の減少，高体連では，2008年
の 145,291人から 2017年には 165,977人と 1.1倍の微増である．女子の実施人数は，男
子と比較するとかなり少ないものの，増加率では女子の方が大きいことがわかる． 










	 まず，JFA の「女子一般」の登録者数の推移をみると，2008 年の 7,002 人から 2017
年には 7,865人と 1.1倍に微増している．次に，各種データから女性のサッカー実施率の












































































































































































	 調査時点の 2012年度のAIFAに登録された女性の人数は 1,115人である．その内訳は，
「女子高校生」が 451 人で最も多く，次いで「女子小学生」264 人，「女子一般」223 人





















ム数の増加が顕著にみられる（図 4-3，図 4-4）． 
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	 分析対象者の個人的属性を表 4-1に示す．年代をみると 30歳代（42.5％）が最も多く，
次いで 20歳代（38.8歳）であった．平均年齢は 31.6歳である．婚姻状況では，未婚者が
７割以上を占めた．仕事では，9 割近くの人が自宅外勤務者であり，1 日平均 8.2 時間，
週 5.0日勤務していることがわかった． 
	 サッカーに関連する項目では，練習参加頻度は平均 7.8回／月であり，週 2回程度練習
を行っていることがわかった．また，調査対象チームはすべて愛知県女子サッカーリーグ
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から移行してサッカーを開始した人は 15 名（34.1％），無参加から開始した人は 3 名
（50.0％）であった． 
  





































	 サッカー未経験者の平均年齢は 36.7歳，サッカー開始の平均年齢は 26.2歳，サッカー
継続年数は 11.3年であった．サッカー経験者の平均年齢は 28.2歳，サッカー開始の平均
年齢は 12.6歳，サッカー継続年数は 14.3年であった．サッカー未経験者の方が，平均年
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登録者数をみると，中体連では男子 163,100人,女子 130,366人，高体連では男子 91,454
人，女子 57,733 人と男子が多いものの，男女比はサッカーと比較すると小さい．また，
バスケットボールは，男女それぞれに 12 歳以下の子どもたちが参加できるミニバスケッ






















































































































	 http://www.jfa.or.jp/jfa/history/index.html（2014年 2月 11日参照） 
公益財団法人日本サッカー協会公式HP.組織・データボックス： 
http://www.jfa.jp/about_jfa/organization/databox/（2018年 12月 9日参照） 
公益財団法人全国高等学校体育連盟HP：加盟登録状況．http://www.zen-koutairen.com/
（2018年 12月 9日参照） 
前田博子・川西正志（1994）女子サッカー選手のスポーツキャリアパターン−日本女子サ























































































































































































は 30歳以上の女性，O-40は 40歳以上の女性が参加できる大会であり，O-30は 11人制
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般（大学を除く）」174名の年齢構成は，50歳代 10名，40歳代 10名，30歳代 50名，20
歳代 84名，10歳代 20名である． 

































れぞれ 34人（42.5％）と多く，この 2つのカテゴリーで 85％を占めた．平均年齢は 31.6
歳であり，比較的若い年代が多いことがわかった．婚姻状況では未婚者が 59人（73.8％）
であった．仕事では，自宅外勤務者が最も多く 71 人（88.8％）であり，勤務状況では，
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Kevin S. Spink（1995）Cohesion and Intention to Participate of Female Sport Team 







http://www.jfa.jp/about_jfa/organization/databox/（2018年 12月 9日参照） 
公益財団法人全国高等学校体育連盟HP：加盟登録状況．http://www.zen-koutairen.com/






























































































































































































































































































































































































Kevin S. Spink（1995）Cohesion and Intention to Participate of Female Sport Team 



















（2019年 4月 28日参照）． 
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日本学術会議（2014）いまこそ「包摂する社会」の基盤づくりを． 










2018/10/02/1408815_01.pdf（2019年 4月 28日参照）． 
スポーツ庁（2018b）スポーツ推進アクションガイド〜Enjoy Sport，Enjoy Life〜． 
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/017_index/toushin/__icsFiles/afieldfile/2
018/05/02/1403183_01.pdf（2019年 4月 28日参照）． 
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